
y = 0.48log(α) - 0.20
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自律神経と眼球運動の統合エージェントベースモデル
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日常よくある強制二択式選好判断
選好判断の約1秒前には判断の

結果は決まってる

右上の図をもとに脳の働きと自
律神経の働きをモデル化しました

ゲインαの役割は心理的視覚
刺激の強さを表す可能性
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視線・瞳孔ともにモードが

転換している

（当例では900秒程度前）

ヒトは興味のあるものに自然と眼を向けます．この反応は注意を司る
脳幹網様体賦活系（偏向注視）といった脳の原始的な働きだけでなく，
自律神経の調節（瞳孔反応）も深く関係しています．

y = 0.12log(α) - 0.14
r² = 0.9138

ゲインα
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【実験の結果】

【シミュレーションの結果】
瞳孔反応と偏向注視を2つのエージェント
に分けて検討⇒モデルの精緻化が必要


